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こどもと変異株

【国立感染所研究所】 2021年4月5日
0-5歳と6-17歳の割合が高く、変異株においてその傾向は強かった。新規変異株の流行発生初期に
児童関連施設で発生したクラスターの影響が反映されている可能性がある。
地域別の層別解析では両群で差を認めなかった。

【文部科学省】 2021年4月20日
学校の臨時休業は地域の感染状況を踏まえ学校の設置者において判断するものだが、地域一斉の
臨時休業については学びの保障や子供たちの心身への影響、また子供をもつ医療従事者が仕事を
休まざるを得なくなることなどの観点も考慮する必要がある。そのため、真に必要な場合に限定し、
慎重に判断すべき。

【厚生労働省アドバイザリーボード】 2021年4月21日
「３月１６日時点では、若い世代（子ども）が多く見えるが、４月１９日時点でみると、従来型と
変わらない（年齢分布）状況に見える。初期の頃は、若い人、子どもに感染しやすいという議論が
あったが、現状のデータを整理すると、従来型のウイルスと変わりはない」
「子どもの重症化を示す証拠もない」
「学校で集団感染があれば、学校閉鎖は検討する必要があるが、現段階で、クラスターでの集団感染
ということではないので、学校閉鎖の議論はない」
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富山県では変異株で15歳未満症例が
増加したという事実は確認されて
いません 冷静に状況の判断を



英国株については、本検討会議リーフレット
Vol.８（3月2日号）で記載した通りの状況で
医学的事実の変更・修正はない

今後も注視していく方針である

変異株は感染者の絶対数が増える
これまで一人も感染者が出ていない
学校でも陽性者が出る可能性はある

しかし、教育を止めることのリスク
のほうが明らかに大きい状況である



変異株（特に英国株）について

・感染力は強い（1.7倍）

・日本でも成人、小児とも感染者の絶対数は増加している

・しかし、小児のみに感染力が強いわけではない

・成人に関して重症度が高いという見解がある

・小児に関しては明らかに重症度が高い傾向は見られていない



時期、地域によって感染状況は異なる
冷静にデータを解析し、恐れるべき
事態を見誤らないことが重要。
（心身症、うつ、自殺、拒食、発達…）

子どもたちの心身が蝕まれている事実
があり、そこにも目を向けるべき状況



学校で感染拡大を防ぐ方法

・物理的な距離
➡クラス人数の縮小
➡到着時間と食事と休憩の時間をずらす
➡屋外での授業

・換気
・手洗い
・咳エチケット
・マスク（12歳以上）

Questions and answers on COVID-19: Children aged 1 – 18 
years and the role of school settings； ECDC-HP 2021/

ヨーロッパ疾病予防管理センター(ECDC)
＊参考までにヨーロッパの考え方の紹介です



子供と教師は学校でマスクを着用する必要がありますか？

小学校では、大人にはマスクの使用をお勧めしますが、生徒にはお勧めしません。
中学校では、生徒と大人の両方にマスクの使用をお勧めします（12歳以上）。
マスクの使用は、学校内での感染を防ぐための独立した手段ではなく、補完的な
手段と見なされるべきです。

マスクが使用されているかどうかに関係なく、距離、咳エチケット、手指衛生、
および病気のときに家にいることはすべて、学校での感染を減らすための重要な
手段です。

Questions and answers on COVID-19: Children aged 1 – 18 
years and the role of school settings； ECDC-HP

ヨーロッパ疾病予防管理センター(ECDC)
＊参考までにヨーロッパの考え方の紹介です



富山市立学校新型コロナウイルス感染症
対策検討会議（2021）の目的

➢正しい医学的知見の共有と学校の立場の相互理解

➢できる限り行事を潰さない議論を進める

➢子どもの心に目を向けた感染対策を進める

子どもたちの日常を取り戻す



水泳の授業における
感染のリスクと対策について

富山大学小児科 髙﨑麻美



これまで「スイミングスクール」では複数のクラスター事例あり

学校で水泳を行う上でのリスクはどこにあるのでしょうか

あるスイミングスクールのクラスター事例で、感染が広がった
原因と推測されたのは…
・屋内プール
・プールに入る前の準備体操など、密な接触があった
・コーチが大声で指導をしていた（マウスシールド使用）

飲食可能な観覧席で感染が広がった？



https://www.thesun.ie/news/6844372/swimming-pool-inactivate-covid-safe-research/

Imperial College LondonのBarclay

教授らは、実際にプールから収集
された水と新型コロナウイルスを
混和させ、30秒でウイルスが不活
化されることを確認

「プールの塩素消毒」は新型コロナウイルスに効果がある？

Swim Englandがプール利用の

ガイダンスを作成、イギリスでは
2021年4月から屋内プールを再
開した

※Swim Englandは国の機関

このデータを踏まえて…



https://www.swimming.org/swimengland/pool-return-guidance-documents/

イギリスのプール利用のガイダンス
（基本的には「屋内プール」について）

・プールの水を介した感染リスクは低い
・空調を適切に管理

・密にならないよう、単位面積あたりの
利用人数を制限する
・更衣室などでは距離をとる
・指導はなるべくプールサイドから

https://www.swimming.org/swimengland/swimming-pool-water-inactivates-covid19-virus/

✓ 屋外では、よりリスクが低くなる

✓ プールの水がウイルスを不活性化さ
せるため、接触感染にはあまり労力
を割く必要はない

✓ 距離のとれない場面での発声に注意

！ポイント！



水泳の授業において、最も注意すべきは事故予防です
過剰な感染対策で危機対応の遅れや思わぬ事故を起こさないよう
要点を押さえた感染対策を行っていくことを重視しています

✓ 児童も教員も、体調不良者は参加しない。

✓水泳の授業の前後に、石鹸での手洗いを行う。

✓塩素濃度が適切に保たれたプールで、水を介して感染が広がるリスクは低い。
そのため、プール内で共有するものに特別な消毒は求めない。

✓教員は、「距離をとる」「大声を出すことや近く向かい合った状況で話す状況を避
ける」ように心がける（プールサイドからの声かけや拡声器の使用など、工夫す
る）。距離がとれていれば、マスク着用は必須ではない。

✓児童は、通常の体育での感染対策を継続して行う。更衣室での会話がリスクと
なる可能性があり、私語を控え、換気を行う。

水泳授業における新型コロナウイルス感染対策


